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本会議の状況

　12月定例会は、12月１日から12月19日までの19日間を会期として開かれま
した。29年度一般会計補正予算を始めとした22議案のほか、同意２件、報告
２件、諮問１件が提出されました。そのほか、請願５件、意見書１件が審議さ
れました。また、16人が一般質問を行いました。

議 案 審 議

原案可決

条例の一部改正 全て原案可決

○印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正（※3ページに討論を掲載）
　市民の利便性向上のため、コンビニエンスストア等において個人番号カードを利用した印鑑登録
証明書の自動交付業務を開始することに伴い、所要の措置を講ずるもの。

○職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、非常勤職員の育児休業の期間を、子
が２歳に達する日まで延長することができる場合を定めるとともに、職員が再度の育児休業をするこ
とができる特別の事情等を明確化するもの。

○音羽福祉保健センター条例の一部改正
　通所介護等を行う市内の事業所の増加により、市が通所介護等を行う施設を設置、管理する必
要性が薄れたことを踏まえ、市の行財政の健全な運営に資するため、音羽デイサービスセンター及び
音羽高齢者生きがい活動センターの浴室を廃止するもの。

○市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の額並びにその支給に関する条例
及び市長等の給与に関する条例の一部改正
　市議会議員、市長、副市長及び教育長の期末手当の支給割合を見直すもの。

○職員給与条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
　人事院勧告を受けて一般職の国家公務員の給与改定が実施されることに伴い、職員の給与を見
直すもの。

条例の廃止

○民俗資料館条例の廃止
　民俗資料の保管及び展示の方法を見直し、文
化財関連施設の効率的な運用を図るため、一宮
町にある民俗資料館を廃止するもの。
　民俗資料展示と発掘現場事務所の機能を一
つに集約し、文化財センター（仮称）として転用
予定。

平 成 ２9 年
12 月定例会
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２
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近
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取
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３
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６
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、
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取
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も
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本会議の状況

原案可決原案可決

条例の制定 全て原案可決

○豊川海軍工廠平和公園施設の管理に関する条例の制定
　30年６月９日（土）の豊川海軍工廠平和公園の開園に向け、平和交流館等の公園施設の管理につ
いて必要な事項を定めるため、条例を制定するもの。

○自転車の安全な利用の促進に関する条例の制定
　自転車の利用に関し、市、市民、自転車利用者等の責務を明らかにし、交通安全意識の向上を図
ることにより、自転車に関する事故を防止するとともに、自転車の安全な利用を促進するため、条例
を制定し、特に、ヘルメットの着用や損害保険等への加入促進を図るもの。

規約の変更 契約案件

○東三河広域連合規約の変更
　東三河広域連合において、30年度
から介護保険に関する事務を実施す
るため、また、東三河まち・ひと・しご
と創生総合戦略に位置付けた東三河
特産品の販路拡大、若い世代の転出
抑制に関する事業を行うため、規約
を変更するもの。

○スポーツ公園整備工事その２請負契約の締結
　スポーツ公園にサッカー場、ソフトボール場、多
目的広場等を整備する工事の請負契約を締結する
もの。
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本会議の状況

原案可決一般会計補正予算

○情報システム共通運営費（２億6,918万9,000円追加）
　仮想基盤システム強化対策のための構築委託料、機器購入費などを追加するもの。

○防犯対策事業費（160万円追加）
　町内会などから防犯灯の設置要望が増加したことにより補助金を追加するもの。

○福祉医療費（1,646万8,000円追加）
　精神障害者に対する医療費が現物支給となり、支給費が増加したことから精神障害者医療費を追加するもの。

○放課後児童健全育成事業費（935万8,000円追加）
　国府・国府第２児童クラブの西部地域福祉センターへの移設に伴う工事費、国府第３児童クラブ設置
のための西部地域福祉センター調理室の改修工事費などを追加するもの。

○認定こども園整備事業費補助金（2,628万4,000円追加）
　豊川東幼稚園整備に係る設計変更に伴い、補助金を追加するもの。

○大木・一宮西部保育園統合事業費（1,116万8,000円追加）
　基本設計委託料を追加するもの。

○民間保育所運営費（3,994万7,000円追加）
　公定価格単価改訂及びチーム保育推進費の加算に伴う民間保育所運営委託料の不足分を追加するもの。

原案可決介護保険特別会計補正予算
総額10億28万6,000円減
　30年度からの東三河広域連合における介護保険者統合にあたり、29年度をもって市の介護保険特別
会計が廃止となるため、残事業費を精査し、決算見込みにより各経費を減額するもの。また、保険給付
費の減額などに伴い、基金積立金を追加するもの。
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　超高齢化を迎える中で、介護の人材確保・離職防
止策は喫緊の課題となっており、実質的な対策や安
全・安心の介護体制の確立は国の責任で行うべき
であり、介護報酬の引き上げが欠かせません。国費
による介護職員の処遇改善、介護報酬の引き上げ、
介護保険施設の人員配置要件の改善などを求める
意見書を国に提出することを求めます。

　安全・安心の医療・介護を実現するためにも、医
療従事者の勤務環境の改善を実効性のあるものに
し、医療提供体制を充実していくことが求められて
います。医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜
勤交替制労働者における労働環境の改善、職員の
増員、患者・利用者の負担軽減を求める意見書を決
議していただけるよう求めます。

　市が土地開発公社を通じて日立製作所豊川事業
所跡地を購入する方針に関し、情報公開や意見聴
取も大変不十分な市民不在の方針といえます。また、
購入金額が妥当かどうかも大きな問題です。日立製
作所跡地を約36億円で購入する方針を見直すこと、
そのため今年度中の土地開発公社と日立製作所と
の事業所跡地売買契約の締結、土地の購入を延期
することを求めます。

　平成７年６月議会で決議された平和都市宣言に
ついて、当時の市長は「若い男女の動員学徒や女子
挺身隊を含む工員、職員や一般市民の2,500名以
上の方が、一瞬にして亡くなられ」と述べていますが、
宣言文には「一般市民」が表記されておりません。平
成19年発行の新編豊川市史で初めて一般市民犠
牲者数が公表されました。その旨を宣言文中に加
筆されますよう求めます。

不採択

「介護従事者の勤務環境改善及び
  処遇改善の実現」を求める請願
【請願者】 愛知県医療介護福祉労働組合連合会　
執行委員長　渡邉　一

請願第11号

【請願の要旨】

不採択

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交替制労働の改善を求める請願
【請願者】 愛知県医療介護福祉労働組合連合会　
執行委員長　渡邉　一

請願第10号

【請願の要旨】

不採択

「日立製作所跡地を約36億円で購入」
方針の見直しを求める請願
【請願者】 深井　德美

請願第13号

【請願の要旨】

趣旨採択

「平和公園」開設に伴い「平和都市宣言」
文への加筆を求める請願
【請願者】 野本　弘幸　始め６名

請願第12号

【請願の要旨】

本会議の状況

主な討論

※会派別賛否の状況については、6ページの議決状況の一覧でご確認ください。

請願第14号

「豊川文化ホール」３館（小坂井・フロイデンホール、音羽・ウインディアホール、御津・ハートフルホール）
　の存続を求める請願 【請願者】 岡田　君江（請願署名者数 2,734名）【請願者】 岡田　君江（請願署名者数 2,734名）
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利
用
者
か
ら
、
今
後
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
、
３
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が
地
域
の
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化
水
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を
上
げ
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い
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な
ど
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が
寄
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れ
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い
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。
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の
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民
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に
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傾
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請
願
に
賛
成

【請願者】 岡田　君江（請願署名者数 2,734名）

【
請
願
の
要
旨
】
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を
決
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ー
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館

は
、
市
民
等
に
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し
ま
れ
稼
働
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も
高
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今
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で
き
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ま
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３
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と

文
化
会
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設
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に
つ
い
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民

等
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意
見
を
聞
き
、
検
討
、
計
画
策
定
す
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

不採択
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29年度一般会計補正予算（第４号）

29年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

29年度介護保険特別会計補正予算（第２号）

29年度水道事業会計補正予算（第１号）

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

民俗資料館条例の廃止

遺児の育成をはかる手当条例及び母子・父子家庭医療費支給条例の一部改正

音羽福祉保健センター条例の一部改正

豊川海軍工廠平和公園施設の管理に関する条例の制定

自転車の安全な利用の促進に関する条例の制定

福祉部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定

市民部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定

ふれあい交流館に係る指定管理者の指定

赤塚山公園に設ける公園施設に係る指定管理者の指定

市道路線の廃止

市道路線の認定

スポーツ公園整備工事その２請負契約の締結

東三河広域連合規約の変更

市の特定の事務を取り扱わせる郵便局に関する指定の取消し

市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の額並びにその支給に関する条
例及び市長等の給与に関する条例の一部改正

職員給与条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願

「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を求める請願

「平和公園」開設に伴い「平和都市宣言」文への加筆を求める請願

「日立製作所跡地を約36億円で購入」方針の見直しを求める請願

「豊川文化ホール」３館（小坂井・フロイデンホール、音羽・ウインディア
ホール、御津・ハートフルホール）の存続を求める請願

一宮財産区の財産区管理委員の選任同意

一宮財産区の財産区管理委員の選任同意

29年度一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認

損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告

人権擁護委員候補者の推薦

陸上自衛隊豊川駐屯地の隊員の削減抑制を求める意見書の発議

63

64
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66
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請願14

同意９

同意10

報告16

報告17

諮問２

意見３

議 　 案 　 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

趣旨採択

不採択

同意

同意

承認

報告

異議ない

可決

未来 公明 共産 無会派

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

△

×

○

○

○

―

○

○

清風

請願については、〇は採択、△は趣旨採択、×は不採択
報告17については、報告のみで採決はありません。
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共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1人会派（2）　※（　）内は所属人数　　
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議決状況の一覧
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×
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×

○

○

○
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○

○

○

×

○

○

×

○

×

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

△

×

○

○

○

―

○

○

×

×

可決

不採択

【
意
見
の
要
旨
】

　

こ
の
地
域
で
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
広
範
囲
で
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
７
月
の
九
州
北
部
の
豪
雨
で
は
、
土
砂
災

害
や
道
路
損
壊
が
相
次
ぎ
、
多
く
の
尊
い
命
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
数
十
年
に
一
度
の

大
雨
に
よ
る
災
害
は
、
予
測
が
困
難
で
す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
自
衛
隊
へ
の
派
遣
要

請
は
多
く
、
熊
本
地
震
や
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
も
多
数
の
自
衛
隊
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
地
域
で
大
規
模
災
害
が
発
災
す
れ
ば
、

真
っ
先
に
災
害
支
援
活
動
を
行
う
の
は
、
陸
上

自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地
の
隊
員
で
す
。
ま
た
、
豊

川
駐
屯
地
は
地
元
経
済
へ
の
貢
献
度
が
高
い

の
が
現
状
で
す
。

　

国
が
、「
平
成
26
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計

画
の
大
綱
」
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
の
改
編
を
行

う
こ
と
は
理
解
し
ま
す
が
、
豊
川
駐
屯
地
の
隊

員
削
減
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
豊
川
市
の

状
況
を
勘
案
い
た
だ
き
、
豊
川
駐
屯
地
隊
員
の

大
幅
な
削
減
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
ま
す
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
財
務
大
臣

陸
上
自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地
の
隊
員

の
削
減
抑
制
を
求
め
る
意
見
書

原案可決

本会議の状況




